
するスポーツ

ささえるスポーツ

みるスポーツ

　

近
年
、
国
際
的
に
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
が
再
評
価
さ
れ

て
い
る
。
青
少
年
の
健
全
育
成
や
体
力
の
向
上
だ
け
で

な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
や
経
済
波
及
効

果
、
健
康
で
活
力
に
満
ち
た
長
寿
社
会
の
創
造
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
国
際
貢
献
や
開
発
支
援
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
の
社
会
的
、
文
化
的
、
経
済
的
価
値
へ
の
期
待
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
ス

ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め

に
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
50
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、
新

た
に『
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
』が
２
０
１
１
年
８
月
24
日
に

施
行
さ
れ
た
。

　

２
０
１
２
年
３
月
に
は
、ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
理
念

を
具
体
化
し
、
今
後
の
わ
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の
具

体
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
、
国
、
地
方
公

共
団
体
及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
関
係
者
が
一
体
的
に

な
っ
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、『
ス
ポ
ー
ツ
基

本
計
画
』が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
基
本
理
念
は
、「
年
齢

や
性
別
、
障
害
等
を
問
わ
ず
、
広
く
人
々
が
、
関
心
、

適
性
等
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
」、
す
な
わ
ち
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
人
と
地
域
に
も
た
ら

す
楽
し
く
健
康
な
生
活
を
社
会
学
的
視
点
か
ら
考
察

し
て
み
た
い
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
、
１
９
８
８
年
に
当
時
の
文
部
省
体

育
局
に「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
」が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
振
興
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
文
部
省
は
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

よ
り
、
多
様
な
ニュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

の
開
催
に
よ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
理
念
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
広
げ
て
き
た
。
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
定
義
に
関
す
る
コ

ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
が
、
筆
者
は「
幼
児
期
か
ら
高
齢
期

に
至
る
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
個
人
の
年
齢
、

は 

じ 

め 

に

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
は
？

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
人
と
地
域
に
も
た
ら
す

楽
し
く
健
康
な
生
活
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【図1】生涯スポーツの3条件

楽しさ
満足感
fun

satisfaction

継  続

adherence

健  康
生きがい
ふれあい
fitness

well-being
communication

効  果

【図2】スポーツ文化の多様性

するスポーツするスポーツ

ささえるスポーツささえるスポーツ

みるスポーツみるスポーツ
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体
力
、
選
好
に
あ
っ
た
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
し
て

楽
し
む
こ
と
」（
山
口 

１
９
９
４
）と
定
義
し
た
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、「
記
録
や
勝
敗
」と
いっ
た

結
果
に
こ
だ
わ
ら
ず
、「
プ
レ
イ
や
交
流
」と
い
う
プ
ロ
セ

ス
を
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
結
果
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
プ
レ
イ
や
仲
間
と
の
交
流
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ

り
、ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
動
の
技
術
や
効
果

も
高
ま
り
、
健
康
に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な

る
。
楽
し
み
な
が
ら
継
続
で
き
た
と
き
、ス
ポ
ー
ツ
は
生

活
ス
タ
イ
ル
の
一
部
に
な
り
、
初
め
て
生
活
文
化
と
よ
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

図
１
は
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
３
条
件
を
示
し
て
い

る
。ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中

で
、楽
し
さ
や
満
足
感
を

経
験
す
る
こ
と
が
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研

究
成
果
に
よ
れ
ば
、
楽
し

さ
や
満
足
感
を
経
験
し

た
者
は
、
の
ち
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、

継
続
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
実

施
す
る
傾
向
が
強
い
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
継
続

し
て
実
施
し
な
け
れ
ば
、

生
理
学
的
な
効
果
や
運
動
学
的
な
ス
キ
ル
向
上
が
得

ら
れ
ず
、
仲
間
と
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
も
な
く
、
生
き

が
い
に
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
健
康
増
進
、
生

き
が
い
、ふ
れ
あ
い
と
いっ
た
効
果
を
実
感
す
る
こ
と
が
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、日
常
で
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
に
お

け
る
楽
し
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
21
世
紀
に

入
り
、ス
ポ
ー
ツ
は
、運
動
能
力
の
優
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト

や
若
者
だ
け
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

〝
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
〞と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
前
文
に
お
い
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
は
世

界
共
通
の
人
類
の〝
文
化
〞で
あ
る
」と
明
記
さ
れ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
多
様
な
魅
力
は
、
単
に
参
加
す
る
だ

け
で
な
く
、
観
戦
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
さ
さ
え
た
り
、
そ
の
魅
力
が
広
が
り
と
深
ま
り

を
み
せ
て
い
る
。

　

図
２
は
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
多
様
性
を
示
し
て
い
る
。

　
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」に
お
い
て
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
成
文
化
さ
れ
た
競
技
規
則
や
ル
ー
ル

に
も
と
づ
き
、地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
公
共
・

民
間
施
設
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
現
代
ス
ポ
ー
ツ
や
伝

統
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん

で
い
る
。

　
「
み
る
ス
ポ
ー

ツ
」に
お
い
て
は
、Ｉ

Ｆ（
国
際
競
技
連
盟
）や

Ｎ
Ｆ（
国
内
統
括
組
織
）、
そ

し
て
Ｊ
リ
ー
グ
や
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
を
組
織
し
、
ス
タ

ジ
ア
ム
や
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン

が
観
戦
し
、
テ
レ
ビ
や
映
像
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
、
多
く
の
人
々
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
ポ
ー
ツ

シ
ー
ン
を
享
受
し
て
い
る
。

　
「
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」に
お
い
て
は
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
会
の
運
営

を
さ
さ
え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る「
多
種
目
、

多
世
代
、
多
目
的
、
自
主
運
営
」と
い
う
特
徴
を
持
つ

〝
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〞の
運
営
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
さ
さ
え
、
指
導
場
面
に
お
い
て
も
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
チ
が
日
常
の
活
動
を
さ
さ
え
て

い
る
。
特
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
そ
し

て
東
京
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
メ
ガ
・
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
は
、
も
は
や
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
な
し

に
は
、
運
営
は
不
可
能
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
も

あ
り
得
な
い
。

す
る
ス
ポ
ー
ツ
、み
る
ス
ポ
ー
ツ
、

さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
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するスポーツ

ささえるスポーツ

みるスポーツ

神戸大橋における学
生ボランティア

ランナーと沿道の応援

　

最
近
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
新
た
な
動
き
と
し
て
は
、

都
市
型
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
が
全
国
的
に
広
が
り
、

単
に
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

参
加
形
態
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」に
参
加
す
る

だ
け
で
な
く
、「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」と
し
て
、
沿
道
で
ラ
ン

ナ
ー
に
声
援
を
お
く
り
、「
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ラ
ン
ナ
ー
と
イ
ベ
ン
ト
を
さ
さ
え

て
い
る
。

　

都
市
型
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
は
容
易
で
は
な
い
。

筆
者
は
、
第
１
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
１
の
開
催
に
、

前
身
の
神
戸
全
日
本
女
子
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
か
ら

関
わ
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
基
本
理
念
や
大
会
種
目
、

コ
ー
ス
等
の
基
本
構
想
を
つ
く
る
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
検
討
委

員
会
の
委
員
長
を
務
め
た
。
同
委
員
会
に
は
、
陸
連

関
係
者
だ
け
で
な
く
、行
政
、経
済
界
、学
識
経
験
者
、

道
路
利
用
者
代
表
等
、
そ
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

県
警
も
含
ま
れ
て
い
た
。
道
路
利
用
者
代
表
や
県
警
か

ら
は
、マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
に
よ
る
道
路
渋
滞
等
、
批

判
的
な
意
見
が
毎
回
続
い
た
。
そ
こ
で
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

に
関
す
る
県
民
・
市
民
意
識
調
査
を
県
民
モ
ニ
タ
ー
、

市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、Ｈ
Ｐ
閲
覧
者（
＝
３
１
０
０
）を
対

象
に
し
て
、
質
問
紙
調
査
の
か
た
ち
で
実
施
、
デ
ー
タ

分
析
を
行
っ
た
。

　

図
３
は
、「
家
の
近
く
が
コ
ー
ス
に
な
っ
た
場
合
の
考

え
」を
示
し
て
い
る
。
１
位
は
、「
応
援
を
楽
し
む
」で
約

75
％
、
２
位
が「
ラ
ン
ナ
ー
の
通
過
を
待
つ
」で
約
57
％
、

３
位
が「
誇
ら
し
い
」で
約
38
％
で
あ
っ
た
。「
影
響
を
受

け
る
の
は
困
る
」や「
店
の
営
業
が
困
る
」は
、
合
計
し

て
１
割
程
度
で
あ
っ
た
。
神
戸
市

民
・
兵
庫
県
民
は
、マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
好
き
で
、
誇
ら
し
く
、
応
援

に
出
か
け
る
の
が
４
分
の
３
に
上
っ

た
。ま
た
、神
戸
マ
ラ
ソ
ンへ
の
意
見
・

要
望
を
自
由
記
述
で
聞
く
と
、
肯

定
的
な
意
見
が
否
定
的
意
見
を
は

る
か
に
上
回
り
、「
大
会
開
催
へ
の
激

励
」「
ま
ち
お
こ
し
に
な
る
」「
市
民

参
加
型
に
し
て
ほ
し
い
」「
神
戸
ら
し

い
コ
ー
ス
」な
ど
、
前
向
き
な
意
見
が
大

半
を
占
め
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
、フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
検
討

委
員
会
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
、
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
や

コ
ー
ス
選
定
の
議
論
の
参
考
資
料
と
な
り
、
前
向
き
な

議
論
の
契
機
と
な
っ
た
。
ま
た
、
神
戸
は
、
１
９
０
９
年

に「
マ
ラ
ソ
ン
大
競
争
」と
い
う
日
本
で
初
め
て
の〝
マ
ラ

ソ
ン
〞大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
地
域
住
民
は
神
戸
マ

ラ
ソ
ン
の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

表
１
は
、
第
１
回
神
戸
マ
ラ
ソ

ン
２
０
１
１
の
概
要
を
示
し
て
い

る
。
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
感
謝

と
友
情
」で
、「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
」以
降
、
手
を
差
し

伸
べ
て
い
た
だ
い
た
国
内
外
の

人
々
・
地
域
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
明
し
て
い
る
。
大

会
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
高
校

の
コ
ー
ラ
ス
部
を
招
待
し
、
神
戸
市
の
高
校
生
と
ス
タ
ー

ト
前
に
美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
た
。
ま
た
、
被
災
地
か

ら
の
応
募
者
は
、
抽
選
な
し
に
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
、
肩
に

黄
色
の
リ
ボ
ン
を
し
て
神
戸
の
街
を
駆
け
抜
け
た
。

　

神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
特
色
は
、
神
戸
・
ひ
ょ
う
ご
の
魅
力

市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
：
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
事
例
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するスポーツ

ささえるスポーツ

みるスポーツ

【図3】設問「家の近くがコースになったら？」の答え

応援などで楽しむ
（n＝1424）

誇らしい
（n＝721）

ランナーの通過を待つ
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（n＝170）
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その他
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を
反
映
し
、「
フ
ァッ
シ
ョン
」「
グ
ル
メ
＆
ス
イ
ー
ツ
」「
ジ
ャ

ズ
」「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」で
あ
る
。
第
２
回
神
戸
マ

ラ
ソ
ン
２
０
１
２
で
は
、
神
戸
市
内
の
洋
菓
子
店
や
食

品
業
界
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、フ
ィ
ニッ
シ
ュ
地
点
で
洋

菓
子
や
チ
ー
ズ
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
開
催
日
の
前
日
と

前
々
日
に
お
け
る
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
は
、
ラ
イ
ブ
の
ジ
ャ
ズ
が

演
奏
さ
れ
た
。

　
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
、
み
る
ス
ポ
ー
ツ
、
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー

ツ
」の
視
点
か
ら
ま
と
め
る
と
、
第
１
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン

で
は
、
ラ
ン
ナ
ー
２
万
３
千
人
、
沿
道
応
援
52
万
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
６
千
人
が
大
会
の
成
功
を
さ
さ
え
た
。マ

ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
沿
道
に
は
、
神
戸
市
民
の
約
３
分
の
１

が
全
国
か
ら
の
ラ
ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
っ
た
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
か
ら
復
興
し
た
長
田
で
は
、
神
戸
出
身

の
漫
画
家
で
あ
る
横
山
光
輝
ゆ
か
り
の「
鉄
人
28
号
モ

ニュ
メ
ン
ト
」付
近
で
、
応
援
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
ふ
れ
あ

い
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
、ス
テ
ー
ジ
や
出
店
に

よ
り
多
く
の
市
民
が
集
ま
っ
た
。

　

１
９
８
０
年
代
の
終
わ
り
か
ら
広
が
っ
た
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
は
、「
誰
に
も
、
身
近
で
、
手
軽
に
で
き
る
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
」と
し
て
全
国
の
市
町
村
に
定
着
し
た
。ま
た
、

「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」「
さ
さ
え
る
ス

ポ
ー
ツ
」と
し
て
、
多
様
な
価
値
と
参
加
形
態
を
持
つ

ス
ポ
ー
ツ
文
化
に
変
容
し
た
。

　

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
取
り
上
げ
た
、
神
戸
マ
ラ
ソ

ン
の
経
済
効
果
は
、
59
億
円（
県
内
の
み
）と
算
出
さ
れ

た（
ひ
ょ
う
ご
経
済
研
究
所 

２
０
１
２
）。
ま
た
、
第
１

回（
２
０
１
１
年
）の
問
題
点
や
課
題
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル（
※
）に
よ
り
修
正
し
、
第
２
回（
２
０
１
２
年
）は
大

幅
に
運
営
を
改
善
し
、
大
会
開
催
の
成
功
に
つ
な
が
っ

た
。
第
２
回
に
は
、沿
道
の
応
援
は
55
万
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
７
千
５
０
０
人
に
増
え
た
。
そ
し
て
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
は
、「
地
域

の
活
性
化
」と「
地
元
ラ
ン
ナ
ー
の
増
加
」、
そ
し
て「
神

戸
市
民
・
ひ
ょ
う
ご
県
民
の
誇
り
」に
な
っ
た
。

（※

）計
画（plan

）、
実
行（do

）、
評
価（check

）、
改
善（act

）

の
プ
ロ
セ
ス
を
順
に
行
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
。

■
参
考
文
献

一
般
社
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
経
済
研
究
所「
第
２
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン 

経
済
波
及

効
果
を
高
め
る
た
め
の
提
言
」（
２
０
１
２
）

神
戸
大
学
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
研
究
室『
ひ
ょ
う
ご・神
戸
マ
ラ
ソ
ン
に
関
す
る
県

民・市
民
の
意
識
調
査
』報
告
書（
２
０
１
０
）

山
口
泰
雄 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
的
考
え
方
①
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康 

25（
4
）：

72-

75.（
１
９
９
４
）

開催日時

大会規模

大会テーマ

神戸マラソンの
特色

経済効果

2011年11月20日　神戸市役所前9時スタート

約2万人（マラソン：制限時間7時間、クォーター
マラソン制限時間2時間）

「感謝と友情」震災以降、手を差し伸べて頂いた
国内外の人 ・々地域への感謝の気持ちを表明

「ファッション」「グルメ&スイ－ツ」「ジャズ」
「インターナショナル」　
「する」：ランナー23,000人
「みる」：沿道応援 52万人（神戸市民の約3分の1）
「ささえる」：ボランティア 6,000人

経済効果：59億円（県内のみ）
社会効果：「地域活性化」「ランナーの増加」
             「地域の誇り」

【表１】第1回神戸マラソン2011の概要

お 

わ 

り 

に
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スポーツが持つ“多様な魅力”がQOLを豊かにする特 集




